
―
―
―
ケ
年
間
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

⑧
 

水谷鉄也

水
谷
鉄
也
の
留
学

水
谷
鉄
也
は
長
崎
県
島
原
生
ま
れ
で
、
奈
良
県
尋
常
中
学
校

（
校
長
正
木
直

彦
）
中
退
後
、
森
川
杜
園

の
も
と
で
彫
刻
を
修
業

し
、
次
い
で
本
校
彫
刻
科

を
明
治
三
十
五
年
に
卒
業

し
た
。
同
三
十
八
年
に
母

校
助
教
授
と
な
っ
た
が
、

同
四
十
三
年
六
月
二
十
二

日
に
至
り
、
文
部
省
よ
り

ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
一
月

二
十
七
日
に
出
発
し
た
。
は
じ
め
。ハ
リ
に
滞
在
し
、
セ
ー
プ
ル
を
訪
問
す
る
な

ど
し
、
四
十
四
年
夏
に
は
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
を
旅
行
。
『
東
京
美
術
学
校
校

友
会
月
報
』
第
十
巻
第
四
、
第
五
、
第
六
号
に
「
ブ
ル
タ
ー
ギ
ュ
旅
行
記
」
を

寄
せ
て
い
る
。
大
正
二
年
イ
タ
リ
ア
を
旅
行
し
、
フ
ロ
レ
ン
ス
で
小
林
万
吾
ら

と
会
合
し
、

フ
ラ
ン
ス
に
戻
っ
て
各
地
を
見
学
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
に
移
り
、
大

正
二
年
十
二
月
二
十
四
日
帰
国
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十

二
巻
第
九
号
に
は
水
谷
が
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
「
欧
洲
の
彫
刻

界
」
の
要
旨
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

『
美
術
新
報
』
に
は
水
谷
の
「
伊
仏
雑

感
」
（
第
十
三
巻
第
四
、
第
五
号
）
そ
の
他
の
寄
稿
が
み
ら
れ
る
。

設
備 本

年
度
内
二
於
テ
ハ
改
正
創
定
七
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
シ

規
程

明
治
四
十
四
年

明
治
四
十
四
年
度
東
京
美
術
學
校
年
報

明
治
四
十
四
年
四
月
十
七
日
本
校
日
本
霊
科
西
洋
霊
科
彫
刻
科
教
室
二
充
用

ス
ベ
キ
新
築
校
舎
ノ
一
部
成
リ
骰
引
渡
ヲ
受
ヶ
タ
ル
ヲ
以
テ
火
災
後
各
所
ニ

収
容
シ
テ
授
業
シ
タ
ル
日
本
甕
科
西
洋
聾
科
彫
刻
科
ヲ
此
二
移
セ
リ

同
年
六
月
十
一
日
及
十
二
日
ノ
両
日
推
古
朝
時
代
作
品
展
覧
會
ヲ
催
シ
朝
野

知
名
ノ
士
及
篤
志
家
ノ
観
覧
二
供
シ
タ
リ

同
年
十
月
四
日
例
二
依
リ
本
校
設
置
紀
念
式
ヲ
畢
行
ス

同
年
十
月
三
十
日
文
部
省
圏
書
教
授
法
講
習
會
ヲ
此
日
ョ
リ
十
一
月
十
一
日

迄
本
校
内
二
開
カ
ル

明
治
四
十
五
年
一
月
八
日
午
前
十
時
ョ
リ
例
二
依
リ
テ
職
員
生
徒
一
同
参
集

シ
授
業
始
ノ
式
ヲ
行
ヒ
御
影
ヲ
奉
拝
シ
勅
語
ヲ
捧
禎
シ
テ
式
ヲ
終
レ
リ

同
年
三
月
廿
九

H
午
後
一
時
ヨ
リ
第
二
十
一
回
卒
業
証
書
授
典
式
ヲ
畢
行
シ

卒
業
成
績
品
ヲ
陳
列
シ
テ
来
賓
ノ
観
覧

二
供
シ
翌
三
十
日
ハ
関
係
者

二
縦
覧

セ
シ
メ
タ
リ

一
、
建
築
科
設
備
費

概
況

甲

款

第
十
一
節
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